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財ஂ๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センターはত࿨56年̐月に設立され、本年

౓で૑立30年をܴ͑·した。この間、౰調査研究センターでは京都府内のެڞ事

຿の਱行ۀに൐う埋蔵文化財の発掘調査を行って·いり·した。౰センターのۀ

にあたり·しては、օ༷方の͝ཧղと͝ྗڠをࣀり、ްくྱޚਃし্͛·す。

本書はʰ京都府遺跡調査報告集ʱとして、平成21年౓に京都府建設ަ通෦のґ

པをड͚て࣮ࢪした蔵垣内遺跡第13次・国分古墳群の発掘調査報告を収録したも

のです。本書がֶज़研究のࢿྉとして、·た、地域の埋蔵文化財΁の関৺とཧղ

をਂめるう͑で、͝׆用いただ͚れ͹޾いです。

発掘調査をґཔされた京都府建設ަ通෦をはじめ、京都府ڭҭҕһ会・亀岡市

いただき·した多ྗڠ͝、Ճࢀҭҕһ会なͲの各関係機関、ならͼに調査に͝ڭ

くの方ʑにްくྱޚਃし্͛·す。

平成ù3年３月

財ஂ๏ਓ　京都府埋蔵文化財調査研究センター

ཧ 事 ௕　　্ 田 正 ত　　
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１ɽ本書に収めた報告は下記のとおりである。

　蔵垣内遺跡第13次・国分古墳群

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者おΑͼ報告のࣥච者は下දのとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者
１. 蔵垣内遺跡第13次・

国分古墳群
亀岡市千歳町国分正
田・内垣内・西垣内・
藪ノ本ほか

平成21年̐月22日～平
成22年２月19日

京都府建設ަ通෦ ௰本࿨ඒ、
田代߂

３ɽ本書で࢖用している࠲ඪは、原ଇとして世界測地系国土࠲ඪ第̒࠲ඪ系にΑっており、方

Ґは࠲ඪの北をさす。·た、国土地ཧӃ発行地形ਤの方Ґは経౓の北をさす。

̐ɽ本書の編集は、調査第２՝調査୲౰者の編集原Ҋをもとに、調査第１՝ࢿྉ係が行った。

̑ɽݱ৔ࣸਅは主として調査୲౰者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査第１՝ࢿྉ係主೚調査һ田中

জが行った。
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蔵垣内遺跡第13次・国分古墳群
発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

຿ҕୗۀճの発掘調査は、主要地方道亀岡Ԃ෦ઢの建設に൐い、亀岡Ԃ෦ઢ地方道路ަ෇ۚࠓ

として平成21年౓に京都府建設ަ通෦のґཔをड͚て࣮ࢪしたものである。౰֘事ۀに൐う発掘

調査は、平成19年౓から࣮ࢪしておりࠓճが３年໨にあたる。平成19年౓ٴͼ20年౓の調査成Ռ

についてはすでに報告ࡁみである。

蔵垣内遺跡は、京都府亀岡市千歳町に所在しており、平成14年౓からಉ18年౓に࣮ࢪされた国

Ӧ೶地࠶編੔備事ۀに൐うൣғ֬ೝおΑͼ発掘調査にΑって、ೄ文時代から中世にࢸる大ن໛な

ෳ߹遺跡であることが໌らかになっている。·た、遺跡ൣғの北西域には、古墳時代後期後൒か

ら飛鳥時代中ࠒにか͚てங଄された૯数60基Ҏ্にの΅る国分古墳群がॏෳしてଘ在することが

֬ೝされている。ࠓճの調査ର৅地の内、北ଆの調査地区については্記の国分古墳群のൣғに

ؚ·れるため、調査遺跡名শにಉ古墳群をฒ記することにした。

調査期間中は、京都府ڭҭҕһ会・亀岡市ڭҭҕһ会・亀岡市千歳町࣏ࣗ会をはじめとする関

係ॾ機関から͝ྗڠ͝、ࣔڭをいただいた。·た、ݱ地での発掘調査おΑͼ੔ཧۀ࡞には、調査

ิॿһ・੔ཧһ・ۀ࡞һとして多くの方ʑにࢀՃいただいた。৺Αりおྱਃし্͛·す。

なお、調査に係る経අは、京都府建設ަ通෦がશֹෛ୲した。本報告は、௰本・田代がࣥචし

た。

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝௕　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝՝௕ิ݉ࠤ調査第１係௕　小஑　׮

ಉ　次੮૯ׅ調査һ　௰本࿨ඒ・田代　߂

調 査 ৔ ॴ　亀岡市千歳町国分正田・内垣内・西垣内・藪ノ本ほか

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成21年̐月22日～平成22年２月19日

調 査 ໘ ੵ　3,200㎡

̎ɽपล遺跡ͱ͜Ε·Ͱͷ調査੒Ռ（第１ਤ）

蔵垣内遺跡のҐஔする亀岡ຍ地は、周ғを200 ～ 地にΑってғ·れており、そのࢁのڃ600̼

中ԝ෦をほ΅北西から南東方向に向かって１ڃՏ઒のܡ઒（大ԃ઒）が؏ྲྀする。ܡ઒はอ௡ڦの

઒と࣏平໺にೖるखલで、໦௡઒、Ӊࡕᯀ෦をൈ͚て京都ຍ地にೖり、ຍ地内をྲྀれた後、大ڱ

߹ྲྀしཎ઒となって大ࡕ࿷に஫ぐ。亀岡ຍ地をྲྀれるܡ઒の東西྆؛෦には௿Ґஈٰが形成され

ており、蔵垣内遺跡はこの東ଆ（ܡ઒؛ࠨ）の௿Ґஈ্ٰに立地する。ஈٰのԑ辺෦はൺ࠷ࠩߴ大

̼̑にୡするஈٰ֑が形成され、ܡ઒との間には൙ཞ原が޿がる。一方、ஈٰの東ଆは丹波ࢁ地
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のࢁ࿢ઢが௚ઢঢ়にଓいており、このϥΠン

にԊって׆அ૚が૸ることがࢦఠされてい

る。このܡ઒؛ࠨのஈ্ٰには̒世لでは丹

波地域࠷大のલ方後ԁ墳である千歳ं௩古

墳が、·た、奈良時代には丹波国分寺・国分

ೌ寺が建立されるなͲ、丹波地域内では中৺

తなҐஔを઎めていたことがӐ͑る。

蔵垣内遺跡をؚΉܡ઒؛ࠨ域ではઌにड़

΂たΑうに、平成14年౓Ҏ߱、国Ӧ೶地࠶編

੔備事ۀに൐う発掘調査がൣ޿ғに࣮ࢪさ

れており、これ·でӈ؛域にൺ΂গなかった

が飛༂తに૿Ճしݟ域の考古ֶతな஌؛ࠨ

てきた。

蔵垣内遺跡のこれ·での調査成Ռでは、遺

跡の南෦でೄ文時代ૣ期のԡܕ文土器が出

土しており、ૣい時期からਓʑの生׆の৔と

して࢖われてきたことがӐ͑る。弥生時代に

は、特に遺跡の南෦地域を中৺に中期の溝や

土器׹墓なͲが検出されており、北෦域から

は後期の竪穴式住居跡が検出されている。古墳時代になると、લ期にଐする竪穴式住居跡が遺跡

の中ԝから南෦域にか͚て多数検出され、ಉ時期の集落跡が޿がることが想定されるが、ଓく中

期から後期にか͚ての住居跡はະ検出で、この時期の集落のҐஔについてはෆ໌な෦分が多い。

一方、古墳時代後期຤から飛鳥時代にೖると遺跡の南෦域を中৺に竪穴式住居跡が検出されるこ

とから、この地域に࠶ͼ集落が形成されたものと考͑られる。ಉ時期には、遺跡の北西෦からࢁ

࿢෦にか͚て、૯数60基Ҏ্からなる国分古墳群がங଄され墓域として利用される。古墳群と集

落とを௚઀݁ͼつ͚るࢿྉは๡しいが、ฒ行する時

期の居住地にۙ઀する群集墳として஫໨される。国

分古墳群は国Ӧ೶地࠶編੔備事ۀにΑって37基にの

΅る古墳が֬ೝされ、内24基の古墳が調査されてい

る。横穴式石室と小石室を埋૴ࢪ設としており、̒

世ل後൒から̓世ل後൒ࠒ·でのங଄時期が考͑ら

れている。なかでも国分45号墳はീ角形の墳ٰをも

つऴ຤期古墳として஌られている。

奈良時代には、遺跡西ଆのஈٰԑ辺෦に丹波国分

寺が建立される。この時期の遺構としては、遺跡の

第１ਤ　調査地ٴͼ周辺主要遺跡分෍ਤ
（国土地ཧӃ 1/50,000 京都西北෦）

地区名 調査期間 調査面
積（㎡）

̗
2009.10.13 ～ 2010.2.19

350 
̘ 140 
̙ 1,040 
̞ 2010.1.13 ～ 2010.1.27 110 
̟ 2009.12.7 ～ 2009.12.16 70 
̠ 2009.5.12 ～ 2009.8.12 900 
̡ 2009.9.2 ～ 2009.11.19 270 
̣ 2009.4.22 ～ 2009.8.4 320 

面積ܭ߹ 3,200 

෇ද　各地区調査期間・調査面積一ཡ
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中ԝ෦から南෦にか͚て掘立柱建

物跡が検出されている。中世には

遺跡શମで掘立柱建物跡や土坑が

検出されており、丹波国分寺に関

連するとࢥわれる遺構౳も֬ೝさ

れている。

̏ɽ調査ܦա

ճの調査はલ年౓とಉ༷、主ࠓ

要地方道亀岡Ԃ෦ઢの建設༧定道

路域をର৅に発掘調査を࣮ࢪした。

調査に౰たっては、調査ର৅地

を南から北΁̖～̣地区に分͚る

ैલの地区設定を౿ऻして行った。

なお、ಉ地区でෳ数ճの調査を࣮

番号を෇ࢬした地区についてはࢪ

して੔ཧした。

、年౓の調査地区についてはࠓ

̗・̘・ （̙̙ʵ３）・ （̞̞ʵ２）・

・̟̠ ・̡ ・̣ の߹̔ܭ地区である。

（̞̞ʵ２）・̟・̡の３地区につ

いては年౓్中に新たに௥Ճ調査

を行ったものである。このうち、

（̞̞ʵ２）・̟地区は調査地を横

அする೶道とのަࠩ఺に౰たって

おりこれ·で調査がされてこなか

ったが、ࠓճ関係機関と調੔を経

て調査を࣮ࢪすることになった（第

２ਤ）。

し、్中中அを経た後、南ଆ地࢝地調査は、֓Ͷ北ଆ地区をର৅に平成21年̐月22日から։ݱ

区の調査を࣮ࢪし平成22年２月19日にऴྃした。

調査のۀ࡞खॱとしては、調査ର৅地શମにԾ設道路がෑ設されており、·ͣこの道路ஔ土を

ॏ機にΑってআڈすることからணखした。その後、ਓྗにΑるਫ਼査と遺構掘࡟を行いซせて検出

遺構の記録ۀ࡞を行った。調査がྃ׬したか所については埋め໭しを行うとともに、Ծ設道路の

෮޻چ事を行った。·た、̠・̡地区、̣地区、̗・̘・̙地区については、それͧれ平成21年

第２ਤ　調査地区഑ஔਤ
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̓月24日、平成21年11月19日、平成22年１月28日にϥδコンϔリコϓターにΑるۭ中ࣸਅࡱӨを

した。新たに古墳２基を検出した̠地区については、ಉ地区の調査ऴྃલの平成21年̔月１ࢪ࣮

日にݱ地આ໌会を࣮ࢪした。

̐ɽଂ֞಺遺跡

̍ʣ֤ ஍۠ͷ調査

年౓は̔か所の地区をࠓ、ըされておりܭճの道路建設は蔵垣内遺跡を南北にॎஅする形でࠓ

ର৅に調査を࣮ࢪした。このうち̠・̡・̣地区を北調査区、̗・̘・̙地区を南調査区とݺশ

し、年౓のલ・後൒期に分͚て調査を࣮ࢪした。このほか、これ·で通行্の໰୊にΑりະணख

であった̞・̟地区の２か所についても߹わせて調査を࣮ࢪした。ここでは、これら各地区の調

査内༰について記ड़する。なお、ࠓճの検出遺構は各地区ຖに遺構番号を෇したが、̗・̘・̙

地区については一連の調査区であることから３地区を通して番号を෇した（第３ਤ）。

ʢ1ʣ̗ ஍۠

̗地区は、平成19年౓に࣮ࢪした̖地区の北ଆに઀する地区で、چ地形はஈٰ地形のԑ辺෦に

૬౰しており、ࠓճ調査を行った地区のうち࠷も南ଆにҐஔする。地区の北ଆに用ਫ؅が埋設さ

れており、この෦分を̘地区とのڥにした。調査地のԆ௕は46̼を測る。

調査։࢝時఺では、طに周辺෦は೶地੔備がྃ׬しておりچ地形をཹめていなかった。೶地੔

備Ҏલは南ଆに下߱するஈʑ地形をఄしており、̖地区と̗地区の間では約̼̒のൺࠩߴがೝめ

られた。平成19年౓の調査では、̖地区の北୺から北ଆ̼̐෇ۙでஈٰの্がりࣼ面が検出され

ている。ࠓճは̗地区南୺の೶道෦分の調査を行った݁Ռ、ஈ্ٰԑの落ちを֬ೝした。

̗地区の検出遺構としては、土坑、多数の柱穴ঢ়のϐοτ、ম土౳がある。遺構্面のඪߴは

北ଆで111.8̼、南ଆのஈ্ٰԑで110.6̼を測る。

౔1�7̨̠޵　調査区北東۱で検出した。௕࣠１̼、୹࣠0.8̼のପԁ形をఄする。ਂさ約

17Dmを測る。土坑内から弥生土器ยが出土した。

౔1̨̠޵��ɹ̨̠127の西ଆに઀して検出した土坑である。௕࣠２̼、୹࣠1.2̼を測り、南

北に௕いପԁ形をఄする。ਂさ約16Dmを測る。土坑内から弥生土器ยが出土した。

ম౔̨̭1��　ஈٰ落ちにۙ઀して検出したম土の޿がりである。２か所にڧくՐをड͚てߗ

化した෦分がみられた。෇ۙから須恵器ᙈย（第11ਤ１：Ҏ下ಉじ）と੨磁（２）ࡼが出土した。遺

構の性֨౳はෆ໌である。

ʢ�ʣ̘ ஍۠

̗地区と%地区にڬ·れた調査区で、ࠓճԆ௕17.5̼、෯8.5̼のൣғで調査を࣮ࢪした。調査

地南୺の遺構面のߴさは112.11̼を測り、南ଆの̗地区とは約30 ～ 40Dmのൺࠩߴをもつ。主な

検出遺構としては土坑、溝のほか多数の柱穴ঢ়ϐοτがある。遺構の検出ີ౓はߴいが、出土遺

物を൐う遺構はগない。

ຯにԆͼる溝である。南୺෦でؾ調査区南୺で検出した北東から南西方向にऄ行　��̨̙ߔ
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第３ਤ　̗・̘・̙地区遺構഑ஔਤ　
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෯約２̼、北୺෦で約0.5̼を測るが、෯は一定していない。ਂさは約10 ～ 20Dmを測る。出土遺

物がなく時期౳はෆ໌である。

̨̥��ɾ��　30ܘ ～ 40Dmを測るԁ形ঢ়のϐοτで、ਂさ約30 ～ 40Dmを測る。いͣれも埋

土はԫ৭のೱい೪࣭土で、埋土が҉׊৭೪࣭土からなる周辺の遺構と໌らかにҟなる。̨̥88の

埋土からはೄ文土器とࢥわれる土器ยが出土している。

ʢ�ʣ̙ʢ%ʵ̏ʣ஍۠

した̙ʵ１地区の南ଆに઀する地区である。調査લはԾ設道路の੝り土がްࢪ年౓調査を࣮ࡢ

さ約1.5 ～２̼に࿱ってෑかれていた。ॏ機にΑってこれらをআڈした݁Ռ、中ԝ෦の෯17̼を

平されていることが分かった。東西෦分につ࡟して東西෦分はҎલのਫ田଄成のために大きく࢒

いては、下૚に遺構が࢒ଘする可能性を考͑̐か所にτϨンνを設͚֬ೝ調査を行ったが、݁Ռ

は࠭礫のଯ積を検出したのみで、地ࢁ૚·で࡟平がٴんでいることがわかった。

調査地は東西の࠷大෯34̼、南北௕40̼を測る。ਫ田࡞ߞ土の大൒はطにআڈされており、চ

土下にଯ積する遺物แؚ૚を஫ҙਂくআڈしながら遺構の検出ۀ࡞を行った。遺構は、֓Ͷ҉׊

৭೪࣭土ないし҉஡׊৭೪࣭土の地্ࢁ面で検出された。遺構検出面のߴさは、調査地北୺෦で

113.2̼を測り、南に向かって؇やかに下߱する。ちなみに#地区南୺とは約３̼のൺࠩߴをもつ。

なお、調査地の北୺から南ଆ約30̼のか所に60Dmલ後のஈࠩがみられた。このஈࠩは೶地੔備

લのܣ੾ਤからਫ田形成時に൐うஈࠩであることが分かった。

̙地区の各時期の検出遺構には、弥生時代の方形周溝墓、飛鳥時代の竪穴式住居跡、奈良～平

安時代の掘立柱建物跡・集石土坑のほか、時期ෆ໌の多数の土坑・柱穴ঢ়ϐοτがある。

調査地の北西ଆで検出した大形土坑群（̨̠01・10・38）は方形周溝墓を構成する　ุߔपܗํ

ものとࢥわれる。֓Ͷن໛は、௕辺約̐～̼̓、୹辺約1.5 ～ 2.5̼、ਂさ約20 ～ 40Dmを測る。

土坑群は、埋土のঢ়گや弥生土器が̨̠01から出土したことからみて、本地区北ଆの̙ʵ１地区

の調査で検出された方形周溝墓とಉྨのものと考͑られる。周辺の弥生遺跡では、亀岡市஑৲遺

跡から、周溝が۱࢛で్੾れશ周しない方形周溝墓が多数検出されている。ࠓճ検出された̨̠

01・10・38の３基の土坑（周溝）にΑってғ·れたൣғを１基の方形周溝墓と想定すると、一辺10

̼લ後のن໛が෮ݩできる。これҎ֎に̨̠03と̨̠01でғわれる方形周溝墓のଘ在も想定でき

る。方形周溝墓の時期は、出土した土器から弥生時代中期後൒にଐするものと考͑られる。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝7�　調査地の南ଆで検出した。西ଆと南ଆは大きく࡟平をड͚ている。こ

のため住居跡の北東角の一෦を֬ೝしたのみでશମのن໛・形ঢ়についてはෆ໌である。࢒ଘ෦

は東西方向で約̼̐、南北方向で約2.5̼を測る。検出面からচ面·でのߴさは15Dmを測る。চ

面からは多数のԁ形ϐοτが検出されたが、住居跡に൐う柱穴を特定することはできなかった。

ଘ෦分ではΧϚド・周น溝はೝめられなかった。埋土からは時期をࣔす遺物は出土していない࢒

が、̙ʵ１地区では飛鳥時代の竪穴式住居跡が検出されており、ಉ時期のものと考͑たい。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��（第̐ਤ）　調査地の北東ଆで検出した。ܻ行̑間（約10.3̼）、ྊ行２間（約

5.6̼）の南北棟の掘立柱建物跡である。建物方Ґは北にରして約̒°東にৼる。南西角の柱穴を
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検出できなかったため、南ଆ柱ྻを柱

穴̥̓と̥14を通る一間分北ଆに্͛

てܻ行̐間とする෮ݩも考͑られる

が、この৔߹も南西角の柱穴は柱ྻ্

にのらない。柱穴の掘形は֓Ͷԁ形を

ఄするが、やや۱ؙ方形にۙいものも

あ る。 ௚ 50ܘ ～ 80Dm、 ਂ さ20 ～

40Dmを測る。内ଆに柱ࠟ跡を࢒すも

のもみられる。各柱間は、ܻ行で1.7

～ 2.3 （̼約̒～̓ई）、ྊ行で2.5 ～

3.1 （̼約̔～ 10ई）と͹らつきがある。

ྊ行の柱間がܻ行の柱間Αり間ִが大

きく、西ଆ柱ྻの柱間はશମతにやや

い。このため東西ଆ柱を一ରのものڱ

とするのにはෆ安が࢒る。柱穴内から

建物の時期をࣔす遺物は出土していな

いが、柱掘形の形ঢ়やن໛からみて、

これ·で周辺地の調査でみつかってい

る奈良～平安時代の建物跡群とಉ時期

のものと考͑たい。

集ੴ౔1�4̨̠޵　調査地の中ԝ෇

ۙで検出した௕࣠1.5̼、୹࣠0.7̼、ਂさ0.2̼を測るෆ੔形な土坑である。土坑内から角礫にࠞ

じってম土と須恵器ഋ（̕・14）、మᕥ（19）が出土した。須恵器は平安時代લ期の特௃をもつもの

である。土坑内から出土したమᕥは、いわΏる࿶形ᕥで本土坑は小鍛冶に関係する遺構の可能性

がある。

ப݀܈　調査地のશ域から柱穴ঢ়のϐοτが多数検出された。これらの柱穴群は、掘立柱建物

跡̨̗02をআき建物跡として·と·らなかった。ほとんͲの柱穴は出土遺物がなく、時期౳はෆ

໌であるが、このうち̨̥46からは̓世ل代の土師器ഋ（18）、̨̥58からは須恵器ഋ（̒）、̨̥

66からは須恵器ഋ （֖̐）が出土した。

ʢ4ʣ̞ʢ̞ʵ̎ʣ஍ （۠第̑ਤ）

ճの調査ൣғશମのほ΅中ԝ෦にあたる。௕さ17̼、෯̼̔の調査地を設定した。ްさ1.2ࠓ

̼のԾ設道路の੝り土があり、これらをॏ機にΑりআڈした。੝り土の下でްさ20 ～ 30Dmのچ

ਫ田に൐うচ土がݱれた。চ土の下は҉׊৭࠭礫૚になり、ಉ૚はτϨンνの南東ଆ方向に下߱

していくことが֬ೝされた。さらに࠭礫૚下૚のঢ়گを֬ೝするため地ද下２̼·で掘り下͛た

とこΖ、Տ઒ଯ積と考͑られる࠭૚面にୡした。この࠭૚はϒοϩΫঢ়に礫૚をแؚしており、

第̐ਤ　̙地区掘立柱建物跡̨̗02࣮測ਤ　
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調査区のほ΅શ域に࿱って޿が

ることが֬ೝされた。̞地区西

ଆの調査地ではՏ઒ঢ়の遺構が

検出されており、ԫ׊৭࠭૚の

ଯ積もこれらに関連するものと

考͑られる。ࠓճ調査区からは、

著な遺構・遺物は出土しなかݦ

った。

ʢ�ʣ̟ ஍ （۠第̑ਤ）

̠地区の南ଆにྡ઀する地区

である。調査地南ଆのਫ田の一

ըには国分１号墳がݱঢ়の··

อଘされている。ࠓճ、地ݩの

ཧղをಘて道路を一時ःஅして

調査を࣮ࢪした。調査地は௕さ

10̼、෯̼̓を測る。ද土下

0.8̼·でԾ設道路のஔ土がさ

れており、ॏ機でআڈした。道

路੝り土の下෦は、҉փ׊৭೪

࣭土でްさ0.5 ～ 0.7̼に࿱って

ଯ積していた。土૚அ面の࡯؍

ではਫ田চ土とࢥわれるփ׊৭

೪࣭土がࣶঢ়にೖっており、数

次に࿱るਫ田଄成土とみられ

る。ಉ૚中には瓦器ยや土師器

ยをؚΉが、これらはೋ次తなଯ積にΑるものである。҉փ׊৭೪࣭土の下Ґ、ݱ地ද下約1.5

̼で地ࢁ（҉ԫ׊৭土）を検出した。この地ࢁ面は̠地区とಉ༷、南ଆに向かって下߱しており、

これ·での調査成Ռからみて南ଆに୩ঢ়地形のଘ在が想定される。ࠓճ、地ࢁ面のਫ਼査の݁Ռ、

ϐοτঢ়遺構̒基を検出したが、出土遺物がなく時期はෆ໌である。

ʢ�ʣ̠ ஍ （۠第̒ਤ）

蔵垣内遺跡想定ൣғの北ଆ地区にあたる。これ·での周辺地の調査にΑって弥生時代から中世

にࢸる各時期の遺構が検出されている。特に国Ӧ೶地に係る大ن໛な調査ではਫ田面下から多数

の古墳が֬ೝされており、ࠓճの調査においても古墳の検出が༧想された。

Ԇ௕112̼、෯̼̔の南北にԆ௕なτϨンνを設ஔした。調査લのݱ地にはްさ約１～ 1.5̼の

Ծ設道路の੝り土があり、調査はこの੝り土をॏ機にΑりআڈすることからਐめた。遺構は֓Ͷ

第̑ਤ　̞・̟・̡地区遺構഑ஔਤ　
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第̒ਤ　̠地区遺構഑ஔਤ　
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੝り土の௚下で検出された。検出面は׊ࠇ৭೪࣭土からなり、南に行くにしたがって࠭礫をؚΉ

ൣғが޿がる。調査地の北ଆでは্面が大きく࡟平されており、地ࢁ下૚のԫ৭೪࣭土が࿐出す

る。遺構面のඪߴは調査区北୺෦で124.9̼、ಉ南୺෦で123.2̼を測り、ൺ1.7̼ࠩߴをもって北

から南に向かって؇やかに下߱する。

主な遺構としては、調査地北෦から竪穴式住居跡１基、中ԝ෦から集石土坑群、南ଆから横穴

式石室１基、小石室１基を検出した。このほか、多数の柱穴ঢ়ϐοτ、土坑が検出されたが、遺

構の多くは性֨や所ଐ時期については໌らかでない。なお、検出した２基の古墳についてはʮ国

分古墳群ʯとして別項でとりあ͛る。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�1（第̓ਤ）　調査区の北୺෦で検出した方形の竪穴式住居跡である。北東

۱を࢒してほ΅࢛辺を検出した。શମのわかる２辺の௕さはともに̼̒を測る。住居跡の主࣠は

̣64°̚ をࣔす。住居跡のนߴはݱঢ়で12Dmを࢒すのみで্面は大きく࡟平をड͚る。東辺をআ

く３辺に෯20 ～ 30Dm、ਂさ10 ～ 15Dmの周น溝を८らす。চ面にはషりচはなかった。চ面の

中ԝには௕࣠1.2̼、୹࣠１̼、ਂ さ0.2̼を測る中ԝ土坑をもつ。·た、南辺นの中ԝに௕辺１̼、

୹辺0.5̼、ਂさ0.2̼のஷ蔵穴を൐う。ஷ蔵穴は中ஈからさらに一ஈਂく掘りࠐ·れている。চ

面には柱穴ঢ়のϐοτが多数分෍するが、このうち̐基が主柱穴（̥１～̥̐）にରԠすることを

֬ೝした。௚30ܘ ～ 50Dm、ਂさ20 ～ 40Dmを測る。南西のচ面から小ൣғに޿がるম土を検出

した。住居の南西۱෇ۙからは、ߴഋ（第12ਤ24：Ҏ下ಉじ）と੺৭إྉがృ෍された൘石（25）が

出土した。住居の所ଐ時期は、出

土した土器から弥生時代後期຤ࠒ

と考͑られる。

集ੴ౔�1̨̠޵（第̔ਤ）　調

査区の中ԝ෇ۙから大量の角礫に

ࠞじって、土師器・瓦器・中国製

磁器౳を出土する土坑が̐基検出

された。いͣれも中世にଐする遺

構である。̨̠31は調査区中ԝの

やや北ଆにҐஔする。௕࣠4.2̼、

୹࣠3.2̼、ਂさ約20 ～ 30Dmを測

るෆ੔形な平面形をఄする土坑で

ある。主࣠は̣̒°̬ をࣔす。土

坑内から׊ࠇ৭೪࣭土の埋土にࠞ

じり、一辺̔～ 40Dm大の角礫が

多量に出土した。角礫にࠞじり土

師器ࡼ・瓦器࿶・中国製磁器 （ྨ26

～ 40）が出土した。瓦器࿶は12世第̓ਤ　̠地区竪穴式住居跡̨̝01࣮測ਤ　
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。代のものであるل

集ੴ౔�4̨̠޵　௕࣠1.8̼、୹࣠1.1̼、ਂさ約15 ～ 20Dmを測るෆ੔形な平面形をもつ土坑

である。土坑内から多量の角礫が出土した。主࣠は̣58°̚ をࣔす。

集ੴ౔24̨̠　��̨̠޵の南ଆにҐஔする。後ड़する̨̠33の北東۱を੾りࠐんで掘られて

いる。平面ܐはପԁ形をఄし、௕࣠2.7̼、୹࣠1.6̼、ਂさ約15 ～ 20Dmを測る。主࣠は̣13°̬

をࣔす。土坑内શମから多量の角礫が出土した。角礫は、平ۉ約10Dm大のものから50Dm大の大

形のものをؚΉ。

集ੴ౔25̨̠　��̨̠޵の南ଆにҐஔする௕࣠2.8̼、୹࣠2.5̼、ਂさ約10 ～ 15Dmのෆ੔形

な土坑であるが、南西辺と南東辺の角はやや方形をఄする。北東ଆは̨̠25にΑって੾られてい

る。主࣠は̣20°̬ をࣔす。土坑内の׊ࠇ৭೪࣭土の中から一辺̔Dmから40Dm大の角礫が大量

に出土した。角礫は土坑の西ଆ෦分に集中しており、東ଆはややرബであった。角礫にࠞじって

土師器ࡼ・瓦器࿶を主とする中世土器が多数出土した。土器群は、土坑の北西ଆから·と·って

出土した̖群（41 ～ 62）と南東ଆの̗群（63 ～ 71）に֓Ͷ分͚られる。׬形඼の出土཰がߴい。

౔܈޵　調査区から数基の土坑を検出した。このうち調査区中ԝの南ଆで検出した土坑̐基（̨

̠10・11・12・13）は、௕࣠約1.5 ～３̼、୹࣠約0.8 ～１̼、ਂさは20 ～ 60Dmલ後を測る。出

土遺物がなく時期౳はෆ໌であるが、ؕ穴の可能性がある。

ʢ7ʣ̡ ஍ （۠第̑ਤ）

̠地区北東෦に઀する地区である。ࠓճのܭը道路からݱ府道ଆ΁のऔり෇͚道路が༧定され

ており、̠地区の調査ऴྃ後に本地区の調査を行った。調査区は、南ଆで東西18̼、西ଆで南北

第̔ਤ　̠地区集石土坑࣮測ਤ
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20̼の୆形ঢ়をఄする。ද土下30 ～ 40Dm·でਫ田࡞ߞ土とচ土がଯ積し、その下で҉ԫ׊৭࠭

礫૚を֬ೝした。遺構は֓Ͷこの্面で検出された。࠭礫૚はશମにおΑぶが、特に調査地の北

東角から南西角方向にか͚て、大きな角礫をؚΉ礫૚が帯ঢ়に޿がっており、̠地区の調査地南

ଆ෦分にଓいていく。この礫૚は、ઔঢ়地北東ଆの୩෦からྲྀれ出た土石ྲྀと考͑られる。礫૚

্面からは、中世の土器をؚΉ柱穴や土坑が検出されており、土

石ྲྀの形成は中世Ҏલに૎るものと想定される。̡地区では北西

ଆを中৺に土坑・多数の柱穴ঢ়ϐοτが検出された。ϐοτ群は

建物として·と·らなかった。これらの遺構は、֓Ͷ中世にଐす

るものとࢥわれる。

౔�1̨̠޵　調査地北西۱で検出した。0.7̼ܘ、ਂさ0.4̼を測

るԁ形土坑である。埋土から土師器（75・74・72）ࡼ、瓦器（73）ࡼ

が出土した。

౔̨̠޵��　中ԝ෦で検出した௕࣠1.2̼、୹࣠0.9̼、ਂさ0.5

̼を測るପԁ形土坑である。出土遺物はなかった。

౔1̨̠޵�　中ԝやや北دりで検出した௕さ1.8̼、෯１̼、ਂ

さ0.3̼の北東から南西に主࣠をஔく方形土坑で、ఈ෦に௕さ1.3̼、

෯0.5̼、ਂさ0.2̼の方形土坑を掘りࠐΉ。形ঢ়からみて中世の໦

。墓の可能性がある׹

౔11̨̠޵　中ԝ西دりで検出した௕࣠1.8̼、୹࣠1.5̼、ਂさ

0.3̼を測るෆ੔形土坑である。埋土から土師器ยが出土した。

ப̨̥݀��　北นで検出したԁ形ϐοτである。埋土から土師

器ࡼยが出土した。

ப̨̥݀��　中ԝ෦で検出した௕0.4̼ܘ、୹0.3̼ܘを測るԁ形

ϐοτである。瓦器࿶（77）、土師器（79・78）ࡼが出土した。

ப̨̥݀�4　中ԝ෦で検出した௕0.7̼ܘ、୹0.5̼ܘを測るԁ形

ϐοτである。埋土から土師器（76）ࡼが出土した。

ʢ�ʣ̣ ஍ （۠第̕ਤ）

も北にҐஔし、蔵垣内遺跡の࠷ճ調査を行った地区としてはࠓ

遺跡想定ൣғの北ݶにあたる。新設道路は、̣地区の北୺ଆでݱ

府道に઀ଓするܭըのため、北に行くほͲ෯をͣݮるࡉ௕い調査

地となった。શ௕70̼、南ଆで෯̼̓、北ଆで２̼を測る。ഉ土

ॲཧの関係で調査地を南北にೋ分し、൓సして調査を行った。

調査の݁Ռ、ݱ地දの約20Dm下·でがਫ田࡞ߞ土で、Ҏ下20Dm

ఔのްさの҉׊৭礫૚、礫૚Ҏ下はԫ׊৭೪࣭࠭土になる。礫૚

は北ଆにいくほͲݦ著で、やや大形の角礫をؚΉ。礫૚面は北ଆ第̕ਤ　̣地区遺構഑ஔਤ
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に向かってΏるやかに下߱しており、北ଆにҐஔするࣣ୩઒にΑって形成される୩ঢ়地形にଓい

ていくものとࢥわれる。遺構は֓Ͷこの礫૚面で検出した。主な検出遺構としては、竪穴式住居

跡２基がある。このほか、中ԝから北ଆൣғにか͚て数基のϐοτ、ઙい溝ঢ়の落ちࠐみを検出

したが、出土遺物がなく時期・性֨౳はෆ໌である。τϨンνの南ଆ෦分は後世の᎟ཚが著しく、

遺構はすでに࡟平されたものとࢥわれる。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�1（第10ਤ）　調査地中ԝ北دりで検出した方形竪穴式住居跡である。住居

跡の南東۱෦をআいて西ଆの大൒は調査地֎になる。住居跡北東辺は֬ೝできた௕さで約3.6̼、

南東辺は約2.8̼を測る。྆辺とも住居跡のนにԊって周น溝を८らす。周น溝は෯14 ～ 16Dm、

ਂさ約10Dmを測る。住居跡の主࣠は̣30°8をࣔす。นߴは20Dmఔを࢒すのみで্面は࡟平を

ड͚ている。南東辺に෯80Dm、௕さ64Dm、࢒ଘ16ߴDmを測る࡞り෇͚ΧϚドをもつ。ΧϚド

は҉׊৭೪土を༼ମとして構ஙしており、中ԝにম土૚がଯ積する。住居跡南東۱とΧϚドの中

৺·でのڑ཭は2.3̼を測り、これを西ଆにંりฦすと4.6̼の住居ن໛が෮ݩできるが、やや小

。の住居となる。ൣғ内のচ面からは主柱穴は検出していないܕ

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��（第10ਤ）　 竪穴式住居跡̨̝01の南ଆに઀して検出した方形住居跡であ

る。ಉじく住居跡南東۱を検出したのみで、大൒は調査地֎になる。住居跡の主࣠は̣19°̬ を

ࣔす。住居跡東辺で௕さ約3.2̼、南辺で１̼分を検出した。นߴはߴさ40Dmを࢒す。周น溝は

もたない。住居跡の東辺は̨̝01を੾るΑうな形でԆͼていくが、この෦分は調査地西นにೖり

。Ήため、྆住居跡の੾り߹い関係についてはෆ໌֬であるࠐ

̎ʣग़౔遺෺

ʢ1ʣ̗ ஍ （۠第11ਤ１～３）

出土遺物の૯量は、後ड़する国分古墳群のものもؚめて੔ཧശにして20ശである。

ম土̨̭130、แؚ૚なͲから、ࢄ発తに遺物が出土している。出土遺物は、飛鳥時代から平

安時代にか͚ての遺物が໨立つ。中世の遺物はほとんͲೝめられない。

１・２は、ম土̨̭130から出土したものである。１は、須恵器ᙈである。ޱԑ෦্୺をڧく

φσ調੔し面を࡞っている。ମ෦֎面に֨ࢠタタΩ໨、内面に੨ւ波文がある。18.7ܘޱDmであ

る。２は੨磁のஈࡼである。੨ന৭の釉ༀがかかる。12.8ܘޱDmである。中国からの༌ೖ磁器で

第10ਤ　̣地区竪穴式住居跡̨̝01・02࣮測ਤ
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ある。３は、ਫ਼査時に出土した緑釉陶器の࿶である。அ面三角形の小さなషり෇͚ߴ୆がつく。

଻土はࡉかくਫ਼៛である。釉ༀは୶緑৭である。࢒ଘ2.5ߴDm、ߴ୆のܘは7.6Dmである。東ւ

系の緑釉陶器で、̕世ل代のものである。

このほか、̘地区の̨̥89からはܕ式౳ෆ໌であるが、ೄ文土器とࢥわれるࡉยが出土してい

る。

　ʢ�ʣ̙ ஍ （۠第11ਤ̐～22）　　

ϐοτや土坑から、ࢄ発తに遺物が出土している。遺物は地区の޿いൣғから出土しているが、

ඍࡉなものが多い。弥生時代中期、飛鳥時代、奈良時代、平安時代の遺物がみられる。中世の遺

物は͝くগ量である。このほか製Ԙ土器のࡉยが出土している。

̐は柱穴̨̥66から出土した。ഋ̜の֖である。9.9ܘޱDm、器3.4ߴDmである。̑は柱穴̨

̥53から出土した。ഋ̜の֖である。ޱԑ෦のφσがڧく޿い。11ܘޱDm、࢒ଘ2.9ߴDmである。

̓世لをલ後する時期のものである。̒は、柱穴̨̥58出土した。ഋ̖である。12ܘޱDm、器

。3.9Dmであるߴ

̕は集石土坑̨,104から出土した。ഋ̗のఈ෦で、ఈ10.2ܘDm、࢒ଘ2.3ߴDmである。10は土

坑̨̠115から出土した。ഋ̗のఈ෦で、ߴ୆8.4ܘDm、࢒ଘ1.6ߴDmである。10は土坑̨̠115

第11ਤ　蔵垣内遺跡出土遺物࣮測ਤ（１）
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から出土した。٭෦が֎ଆ΁޿がり、୺෦がؙみを帯ͼる。̔世ل代のॳ期のものである。

̓・̔・11は、ਫ਼査中に出土したഋ#である。̓は16.5ܘޱDm、器4.5ߴDmである。̔は、ఈ

෦の一෦だ͚が࢒ったもので、ఈ11.8ܘDm。11は、13.6ܘޱDm、ߴさ3.9Dmである。̓・̔は̔

世ل代、11は̔世ل຤～̕世لॳ಄ࠒのものであΖう。

12 ～ 14はഋ֖である。12・13はਫ਼査中に出土し、14は集石土坑̨,104から出土した。12には

ๅचπϚϛがある。12は14.8ܘޱDm、器2.9ߴDm、13は15.8ܘޱDm、14は16.6ܘޱDmである。15

は緑釉の࿶である。Ώるやかに立ち্がり、ޱԑがগし֎൓する。଻土は៛ີで、ܰい。୶い緑

৭の釉ༀがかかる。京都࢈であΖう。16.6ܘޱDm、࢒ଘ4.8ߴDmを測る。平安時代のॳ期にଐす

るものであΖう。

16は、土坑̨̠38から出土した、弥生土器のᆵである。ޱԑ෦とମ෦の一෦が出土している。

ᰍ෦からޱԑ෦が୹く立ち্がる୹ᰍのᆵである。ޱԑに஫ޱがつく、ਫࠩ形土器である。ମ෦

内֎面ともに、ૈい刷ໟ໨調੔がࢪされている。଻土にૈいཻ࠭を多くؚΉ。ཻ࠭は、೪൘ؠ・

νϟーτのԁ礫を主ମとする。9.9ܘޱDm、ᰍ෦8.9ܘDm、࠷大ෲ17.2ܘDmである。弥生時代中

期後൒のものである。ޱ丹波地域でԜઢ文が੝行するલஈ֊の時期のものである。

17は須恵器のᙈである。ᰍ෦֎面にϔϥඳきにΑるࢁ形の文༷がࢪされている。器ମ内֎面に

はタタΩ成形ࠟがみられる。19.8ܘޱDm、ᰍ෦17.8ܘDmを測る。ਫ਼査中に出土したものである。

18は柱穴̨̥46から出土した。土師器のഋである。内面に์ࣹঢ়҉文がࢪされる。ޱԑ෦֎面

にڧいφσ、ମ෦からఈ෦にか͚てϔϥέズリの跡が࢒る。଻土は៛ີで、৭調は੺׊৭である。

。代のものであΖうل3.5センνである。̓世ߴ10.9Dm、器ܘޱ

19は集石土坑̨̠104から出土した。அ面がʮ̪ʯࣈ形をఄするమᕥである。鍛冶炉の炉ఈに

形成される、いわΏる࿶形ᕥである。鍛冶炉が࠶構ஙされたり、ഇغされたりしたࡍに生じる特

௃తな遺物である。出土地఺のۙ辺に、かつて鍛冶޻๪がଘ在したことをࣔす遺物である。鍛冶

は、いわΏる小鍛冶である。　

20は土坑̨̠01から出土した。弥生土器のᆵのఈ෦が࢒ったものである。࠷大ෲܘが器ମの্

Ґにあるޱ޿ᆵである。器ମ֎面にϔϥ࡟り調੔の跡が࢒る。内面はφσ調੔でஸೡに্͛࢓て

いる。଻土には、௚１ܘmmલ後のཻ࠭が໨立つ。ཻ࠭は、೪൘ؠやνϟーτなͲのଯ積ؠのԁ

礫が主ମをなす。৭調は҉஡׊৭である。ఈ෦ܘは10.8Dmを測る。ఈ෦֎面はφσ調੔がなされ

ている。弥生時代中期後൒のԜઢ文が੝行するҎલのものである。なお、ਤ化していないが、土

坑̨̠03出土土器とൺ΂ると20が古式の༷૬をࣔす。

21・22は؅ঢ়の土਴である。ਫ਼査中に出土したものである。土師࣭で、៛ີな଻土を࣋つ。21

は、௕さ3.7Dm、෯1.3Dm、ܘ޸は0.3Dmである。22は、௕さ5.3Dm、෯1.2Dm、0.3ܘ޸Dmである。

ʢ�ʣ̠ ஍ （۠第12ਤ23 ～ 71）　

弥生時代後期の竪穴式住居跡̨̝01、古墳時代後期の国分61号墳、中世の集石土坑̨̠31・̨

̠33なͲから·と·って遺物が出土している。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�1（23 ～ 25）　竪穴式住居跡̨̝01からは、ᙈ・ߴഋ・石製඼の３఺が出土
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第12ਤ　蔵垣内遺跡出土遺物࣮測ਤ（２）
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している。23は、ᙈである。ňくŉࣈに֎൓する୹いޱԑ෦をもつ。ମ෦֎面にࡉかな刷ໟ໨調੔、

内面をஸೡなφσ調੔で্͛࢓ている。୺෦内面をڧくϤコφσするため、ޱԑ୺෦内面がগし

ංްしたΑうに͑ݟる。଻土は多量の࠭ࡉがࠞೖされており、ややૈい。৭調は、҉੺׊৭であ

る。ܘޱは、14.3Dmである。弥生時代後期຤ࠒのものである。

24は、ߴഋである。大きく։く٭෦をもつߴഋである。ഋ෦はࡉยとなりਤ化できなかったの

で٭෦のみをਤ化した。٭は、୹いԁ柱ঢ়の٭柱からϥούঢ়に։く形ঢ়をもつ。ԁ޸がೝめら

れる。٭୺のܘは12.5Dmである。１とಉじく弥生時代後期຤ࠒのものである。古墳時代にҠ行す

るલஈ֊の在地の土器と考͑られる。

25は、൘ঢ়にՃ޻した࣭ߗの೪൘ؠである。ܽଛしていて、௕さ10.7Dm、෯̓Dm分が࢒って

いる。ްさは2.1Dmである。྆面に研ຏࠟがೝめられるが、ࠨ面がݦ著である。この面には、੺

৭إྉが面తにしっかりと෇ணしている。੺৭إྉはϕンΨϥである可能性がߴい。إྉをՃ޻

するࡍに୆石なͲとして用いられたものであΖう。੺৭إྉが෇ணした土器なͲの遺物が住居跡

からみつかることはرにあるが、إྉՃ޻に関わる道具がみつかることは௝しい。

集ੴ౔26）�1̨̠޵ ～ 40）　角礫を多量にแؚする土坑で、内෦から中世の土器が多数出土し

た。土師器ࡼ・瓦器࿶・中国࢈の磁器ྨなͲがؚ·れている。

26 ～ 30は、ܘޱが̔～̕Dmલ後の土師器ࡼである。ޱԑ෦にϤコφσ、ఈ෦にࢦ಄ѹࠟがೝ

められる。26は7.5ܘޱDm、器1.3ߴDm。27は8.8ܘޱDm、器1.6ߴDm。28は8.9ܘޱDm、器ߴ

1.7Dm。29は9.2ܘޱDm、器1.7ߴDm。30は9.2ܘޱDm、器1.5ߴDm。31・32は、15ܘޱDmલ後の大

いϤコڧԑ෦にޱ、2.8Dm。32はߴ15Dm、器ܘޱ。である。31はややいͼつであるࡼの土師器ܕ

φσがೝめられる。15.2ܘޱDm、器2.8ߴDmである。

33 ～ 37は瓦器࿶である。33はஅ面三角形の小さなߴ୆がつく。器ද面のྼ化が著しく、調੔

はෆ໌である。14.4ܘޱDm、器5.6ߴDm。34はఈ෦がܽଛしている。֎面の調੔はわからないが、

内面にはࡉかなϔϥຏき調੔をࢪしている。12.7ܘޱDm、࢒ଘ5.1ߴDm。35は௚ઢతなޱԑをもつ。

அ面三角形の小さなߴ୆をもつߴ。 ୆は֎൓ؾຯに࡞られている。14.3ܘޱDm、器4.9ߴDmである。

36は、அ面三角形のしっかりしたߴ୆をもつ。内面はஸೡに研ຏ調੔されている。14ܘޱDm、

器6.1ߴDm、ఈܘは6.6Dmである。37は、しっかりしたߴ୆がつく。ޱԑ෦に෯޿いϤコφσを

ܘޱ。しているࢪみに҉文をࠐݟ、の瓦器࿶である。内面をஸೡに研ຏ調੔しܕす、丹波ࢪ

14.1Dm、器5.5ߴDm。瓦器࿶ྨは、֓Ͷ12世ل代にଐするものとみられる。

38 ～ 40は、中国࢈の༌ೖ磁器である。38・39はന磁࿶である。38は、٭෦がߴくബく࡟り出

され、৞෇きはڱい。釉ༀがްくかかる。ఈ෦はްく、୹く࡟り出されている。5.4ܘDm。39は、

ԑがޱ、6.6Dm。40は੨磁࿶である。内࿷する器ମからܘつ࿶のఈ෦である。ఈ࣋ԑをޱԑのۄ

֎൓して立ち্がる。୺෦はӶく࡞られている。器นがബく、ਫ਼៛なこしら͑である。଻土はਫ਼

良である。15.8ܘޱDm。これらの磁器ྨは12世لにଐするものと考͑られる。

集ੴ౔41）��̨̠޵ ～ 71）　集石土坑̨̠31とಉじく角礫を多量にแؚする土坑で、坑内から

中世の土器が多量に出土した。土器群は２つのάルーϓにわかれており、"群・#群としてऔり
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41）܈" ～ 62）　41 ～ 58・60 ～ 62は土師器ࡼである。これらは、ޱԑ෦をϤコφσ、ఈ෦に

が7.5ܘޱ。すタΠϓのものである࢒಄ѹࠟをࢦ ～̔Dmલ後の小ܕのタΠϓと、ܘޱが10.5Dmલ

後の大ܕのタΠϓとがある。ޱԑ෦は、؇やかに立ち্がるもの（41・42・44・45・48・49・54）

と、۶ۂして௚ઢతに立ち্がるもの（43・46・47・51・55 ～ 58・60 ～ 62）とがある。ஈをつく

るもの（53）、ޱԑ֎面にڱくڧいφσをࢪすものもみられる（50・52・63）。

41は7.4ܘޱDm、器1.5ߴDm。42は7.5ܘޱDm、器1.4ߴDm。43は7.8ܘޱDm、器1.1ߴDm。44は

̔ܘޱ1.3Dm。47はߴ7.8Dm、器ܘޱ1.2Dm。46はߴ8.1Dm、器ܘޱDm。45は̔ߴDm、器̔ܘޱ

Dm、器1.2ߴDm。48は8.2ܘޱDm、器1.3ߴDm。49は8.1ܘޱDm、器1.1ߴDm。50は̔ܘޱDm、器

２ߴ10.5Dm、器ܘޱ２Dm。53はߴ10.6Dm、器ܘޱ1.2Dm。52はߴ8.2Dm、器ܘޱ1.4Dm。51はߴ

Dm。54は10.6ܘޱDm、器２ߴDm。55は8.2ܘޱDm、器１ߴDm。56は8.4ܘޱDm、器1.3ߴDm。57

は8.5ܘޱDm、器1.6ߴDm。58は8.5ܘޱDm、器1.3ߴDm。60は8.5ܘޱDm、器1.3ߴDm。61はܘޱ

9.2Dm、器0.8ߴDm。62は、8.5ܘޱDm、器１ߴDm。

59は須恵࣭のᎬりുである。ఈ෦が遺ଘしたものである。ఈ෦にࢳ੾り཭しのࠟ跡がみられる。

଻土はૈく、ম成もあ·い。

63）܈# ～ 71）　63 ～ 69は土師器ࡼである。63は、ޱԑが۶ۂして立ち্がる。֎面にڱくڧ

いなで調੔をࢪす。7.8ܘޱDm、器１ߴDm。64は、ޱԑが۶ۂして֎൓ؾຯに立ち্がる。ܘޱ

̔Dm、器0.9ߴDm。65はޱԑ֎面にஈをもつ。10.1ܘޱDm、器２ߴDm。66は、ޱԑ֎面に෯޿

いϤコφσをࢪす。10.9ܘޱDm、器2.2ߴDm。67は、ؙみをおͼたఈ෦をもつ小ܕのࡼである。

、1.3Dm。69はߴ8.2Dm、器ܘޱ。すࢪいϤコφσをڧԑ֎面にޱ、1.9Dm。68はߴ7.8Dm、器ܘޱ

。であるࡼ1.4Dm。70は、ややਂめの土師器ߴ8.5Dm、器ܘޱ。ԑがやや௚ઢతに立ち্がるޱ

。2.9Dm。71は瓦器࿶であるߴ9.8Dm、器ܘޱ。୺෦をつくるޱくφσ調੔し、֎൓するڧ୺෦をޱ

அ面三角形の小さなߴ୆がつく。内面にϔϥຏきがࢪされるが、ૈࡶである。

集石土坑̨̠33は、"群に瓦器࿶をܽいているが、土師器ࡼのݸʑの形ଶがڞ通しており、ほ

΅ಉ時代の遺物とみてࠩし͑ࢧないとࢥわれる。土師器ࡼは、12世ل代としてΑいもの（41・42）

もみられるが、ޱԑが۶ۂして୹く立ち্がる物を多くؚんでいること、瓦器もᛙ小化してૈུ

な形ଶであることから、֓Ͷ13世ل代の遺物群とみることができる。

ʢ4ʣ̡ ஍ （۠第12ਤ72 ～ 79）　

この地区は、ਫ਼査中にඍࡉな土師器ࡼ・瓦器࿶なͲを検出しているが、遺ଘঢ়گの良޷な遺物

はগない。土坑とϐοτから出土した遺物をऔり্͛てਤࣔした。

72 ～ 75は、土坑̨̠01から出土したものである。72・74・75は、土師器ࡼである。72は、௚

ઢతに୹く立ち্がるޱԑ෦をもつ。̔ܘޱDm、器1.3ߴDm。74は、֎ଆに大きく։くޱԑをも

つ。11.2ܘޱDm、器1.8ߴDm。75は、௚立するޱԑをもつ大ܕ製඼である。12.7ܘޱDm、器ߴ

2.4Dm。73は瓦器ࡼである。ؙみを࣋って୹く立ち্がるޱԑ෦をもつ。ޱԑ֎面に෯のڱいڧ

いφσ調੔がみられる。8.5ܘޱDm、器1.7ߴDm。



蔵垣内遺跡第 13 次・国分古墳群発掘調査報告

-19-

76は、柱穴̨̥04から出土した土師器ࡼである。௚ઢతに֎൓するޱԑをもつ。ఈ෦はؙくふ

くらみをもつ。̔ܘޱDm、器1.8ߴDm。

77 ～ 79は、柱穴̨̥03から出土したものである。77は、11.7ܘޱDm、器4.5ߴDm、ఈ5.6ܘDm

の瓦器࿶である。内面にࡉかなϔϥຏきがࢪされている。அ面三角形の小さなߴ୆がつく。78・

79は、ޱԑ෦を௚立するΑうに࡞り、横φσをࢪした土師器ࡼである。ఈ෦はφσ調੔がみられ

るが、ະ調੔にۙい。78は11.6ܘޱDm、器1.7ߴDm。79は̔ܘޱDm、器1.2ߴDm。

̡地区の遺物は、ޱԑが௚ઢతに立ち্がる土師器ࡼや、ૈུとなった瓦器࿶なͲの特௃から

みて、֓Ͷ13世ل代にଐするものと考͑られる。

̑ɽࠃ෼ݹ෿܈

ճ、̠地区の調査にΑって２基の古墳が新たに検出された。Ҏ下、これらの古墳について報ࠓ

告する。

第13ਤ　蔵垣内遺跡ٴͼ国分古墳群分෍ਤ
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̠地区南൒෦の西ଆτϨンνนで検出した横穴式石室を内෦主ମにする古墳である。

̠地区の調査は北ଆからॏ機にΑり遺構面の検出を行ったが、南ଆ෦分でൺֱత大きな石ྻを

検出した。この෇ۙは、周辺のะ৔੔備が࣮ࢪされるҎલは೶道が通っており、౰ॳ検出した石

ྻは೶道に面するਫ田ܣの石垣とみていたが、国分古墳群では、これ·での調査で横穴式石室の

ଆนが田ാのܣとして利用されているྫが֬ೝされており、ࠓճも石室の࢒ଘ෦ではないかと考

͑調査をਐめた。その݁Ռ、間ִをおいて２ྻになることが൑໌したため横穴式石室を構成する

ଆน෦であることが分かった。ࠓճ検出の古墳は、これ·でに֬ೝされている国分30号墳の南方

30̼の地఺にҐஔしており、新たに61号墳の古墳番号を෇した（第13ਤ）。

横穴式石室は্෦を࡟平されており、Ԟนの෦分とત道東ଆの࠷લྻの一෦をআいて྆ଆนと

も࠷下ஈの基ఈ石ྻを࢒すのみであった。石室内には後世のഁյにΑり্෦から落としࠐ·れた

とࢥわれる多数の礫石がଯ積しており、礫石群がࠞじる҉஡׊৭೪࣭土のଯ積土中からは古墳଄

ӦҎલの弥生土器や中世時期にଐする土師器・瓦器のࡉยが出土した。このことから石ࡐのൈき

औり౳にΑる古墳のഁյは中世期に૎る可能性をաڈの調査でࢦఠしているが、石ൈきのঢ়گか

らみてۙ代Ҏ߱のਫ田଄成時にも大きくվมをड͚ている。ત道ଆの礫石群についてはด࠹石の

のگଘとも考͑られるが、্記のΑうに᎟ཚがܹしく、·たচ面෦からかなり༡཭しているঢ়࢒

ため、ด࠹石の༗ແについてはෆ໌である。

ʢ1ʣੴ （ࣨ第14ਤ）　内෦主ମは、南に։ޱ෦をもち、ݰ室෦とત道෦からなる྆କ式の横穴式

石室である。石室のن໛は、࢒ଘする௕さ7.6̼、ݰ室௕3.75̼、Ԟน෦෇ۙの෯1.6̼、ݰ໳෦

෯1.45̼、ત道࢒ଘ෦の௕さ3.85̼、ݰ室とのڥのԞଆで෯1.65̼、։ޱ෦෇ۙで෯1.2̼を測る。

石室の主࣠は̣̑°̬ とほ΅南北方向をࣔす。

石室基ఈ෦に࢖用された石ࡐは、௕辺50Dmから60Dmఔ౓のやや大ৼりのものである。平׈な

一辺を内ଆに向͚てਾ͑られている。ݰ室のԞนは北東۱の１石を࢒すのみで、北西ଆ෦分はൈ

きऔられていた。東ଆଆนでは̓石、西ଆଆนはԞนଆが一෦ൈきऔられており̑石が遺ଘする。

ત道は東ଆนが̓石、西ଆଆนは̒石で構成されているが、։ޱ෦は࡟平されている可能性がߴ

く、さらに南にԆͼていた可能性は࢒る。ݰ室とのڥをըすକ石は、྆ଆとも１̼ʷ60Dmલ後

とଞのଆนにൺ΂てやや大形の石ࡐをॎҐஔにਾ͑ஔき໌ྎな区ըを構成する。କ෦の෯は྆ଆ

とも10Dm内֎を測るのみで、྆କ式であるがややᛙ小化の܏向がӐがわれる。

って࢒室চ面のෑ石はԞน北西۱が一෦ݰ。室চ面とત道の一෦にはෑ石がෑ設されているݰ

いないものの、ほ΅શ面にわたって良޷に遺ଘする。ෑ石্面はほ΅શ面が平ୱにෑ設されてお

り、ݰ室の中ఔをڥに北൒分は10 ～ 30Dm大の石ࡐを࢖用するにରして、南൒分はそれΑりやや

小ぶりの石を࢖用していることが࡯؍できる。ৄࡉにみると北ଆ෦分の石ෑきのঢ়گは、Ԟน෦

分１̼ఔとそれΑり南ଆにか͚ては石のஔかれる方向がҟなっており、زつかのύターンがみて

とれる。ݰ室南൒分でもત道のڥで大きく区ըされるほか、北൒分とಉじΑうにෑかれ方にزつ

かのύターンがӐが͑る。これらはෑ石をෑきฒ΂るࡍのۀ࡞୯Ґとଊ͑ることができるが、ݰ
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第14ਤ　国分61号墳横穴式石室࣮測ਤ
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第15ਤ　国分61号墳石室内遺物出土ঢ়گਤ

室のԞ൒分とલ൒分については、ݰ室内のۭ間࢖用にࡍして何らかの区別をҙਤしたものとも考

͑られる。ત道෦のෑ石はݰ໳෇ۙに一෦࢒ଘするのみで、ෑ設ൣғについてはෆ໌֬であるが、

。られていたものと想定されるݶ室に઀する෇ۙのみの小ൣғにݰ

ෑ石は、地ࢁ面௚্にްさ10Dmఔの҉஡׊৭土の੔地を行ってその্にෑ設されているが、

この੔地土はત道ೖޱ方向に行くにしたがって次第にߴくなり、ત道։ޱ෦෇ۙでফࣦする。ෑ

石下のഉਫ溝については、ݰ室・ત道ڞにଘ在しない。

石室ଆนの基ఈ石の構ஙにあたっては、地ࢁ面を੔形した後、石室平面Αり一ճり大きい墓ᆮ

を掘りこんで設ஔしている。それͧれのଆน石は安定化と石の平ୱ面を内ଆに向͚るために下෦

に掘りࠐみをઠつ。ଆ石എ後の掘形内にはཪࠐ土をॆరしており、一෦に墳ٰ੝り土の࢒ଘがみ

られた。

ʢ�ʣ෿ٰ　墳ٰのن໛・形ঢ়については、調査時に地ࢁ面の遺構֬ೝを古墳എ後の北ଆからਐ

めたため墳ٰ੝り土の֬ೝがे分でなかったことと、ਫ田଄成にΑる࡟平のためෆ໌な෦分が多

い。෦分తに࢒された古墳北ଆのτϨンνนஅ面の土૚࡯؍では、Ԟน෦から約̼̒の所·で墳

ٰ੝り土とࢥわれる׊ࠇ৭೪࣭土が࢒ଘする。·た、ݰ室東ଆนから東ଆ約̼̒のҐஔに෯0.8

̼のހঢ়の溝̨̙07が検出されており、これを古墳に൐う周溝の一෦とみた৔߹、12ܘ ～ 13̼

を測るԁ墳と想定される。なお、্記の溝̨̙07の௚ぐ東ଆに઀する調査τϨンνนからൺֱత

大きな石ࡐが２石検出されており、本古墳のഁյにΑってಈかされた石ࡐもしくはࠓճ調査地の

ۙ辺にも別古墳が遺ଘする可能性が考͑られる。

ʢ�ʣ遺෺ग़౔ঢ়گ（第15ਤ）　ݰ室চ面のෑ石্から須恵器・మ製඼౳の遺物が出土した。須恵

器は୆෇࿶１఺のほか̕఺はશてഋྨである。Ԟน北東۱からは須恵器ഋ （֖81・82）、ഋ਎（85）

の３఺がవ·って出土したほか、鉸具とࢥわれるమ製඼（90）が１఺出土した。൓ରଆのݰ室北西

۱からは、ഋ਎（87）とഋ （֖80）が正Ґでॏなったঢ়ଶで出土した。ݰ室中ԝ෦の西ଆนに઀して

ഋ਎（83）、その南東の石室中৺ઢ্からഋ਎（84）、ત道とのڥの東ଆକ石෇ۙからഋ਎（88）、൓

ରの西ଆକ石෇ۙからは୆෇࿶（89）が出土した。このほかત道։ޱ෦෇ۙからഋ਎（86）が出土し

たが、本དྷのҐஔではなく石室内からૡき出されたものとࢥわれる。石室のن໛にൺ΂遺物の数
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量がগないのは、ݰ室北西ଆのෑ石·でٴぶ᎟ཚと石ࡐのൈきऔりに౳にΑるഁյ౳が原因とࢥ

われる。

ʢ4ʣग़౔遺෺（第16ਤ）　国分61号墳に൐う遺物としては、須恵器10఺、మ製඼（鉸具）１఺、耳

環２఺がある。

ਢ80）ثܙ ～ 89）　80 ～ 82はഋ֖である。81・82は80にൺ΂গし大ܕの෦ྨにଐする。80はޱ

ԑ୺෦からఱҪ෦に向かう中ஈ෇ۙで角౓をもつが、81・82はޱԑ෦からなだらかにఱҪ෦にҠ

行する器形をもつ。81はఱҪ෦֎෦にճసϔϥέズリ調੔をࢪす。80・82もಉじくఱҪ෦֎෦に

ճసϔϥέズリ調੔を行うが、௖෦の一෦にέズリ࢒しがみられる。80は11.8ܘޱDm、器ߴ

3.7Dmを測る。଻土にཻ࠭をؚみ、҉փ׊৭をఄする。ഋ਎（87）とセοτ関係にあり、֖਎のҐ

ஔで্下ॏなったঢ়ଶで出土した。81は12.4ܘޱDm、器̐ߴDm、82は12.6ܘޱDm、器4.4ߴDmを

測る。྆ݸମとも଻土にཻ࠭をؚみ、փ׊৭をఄする。

83 ～ 88はഋ਎である。๏量తに10.8ܘޱ ～ 11.3Dm、器3.8ߴ ～̐Dmを測る一群（85 ～ 87）と、

10.3ܘޱ ～ 10.8Dm、器3.3ߴ ～ 3.7Dmを測るやや小ܕの一群（83・84・88）に分͚られる。このう

ち83 ～ 87が֖ड͚෦の立ち্がりが̓mmલ後を測るのにରして、88は̐mmと௿平でୀ化の܏

向がೝめられる。ఈ෦֎面の調੔は、83 ～ 88ともϔϥΩリ後ෆ調੔の··であるが、一෦にφ

σ調੔を行うものがみられる。いͣれも଻土にཻ࠭をؚΉ。ද面の৭調は83 ～ 87がփ׊৭、88

は୶緑փ৭をఄする。87はఈ෦֎面にϔϥ記号をඳく。

89は୆෇࿶である。ఈ෦が֎ଆにுり出す௿平な୆٭෦の্に、ޱԑ෦が内࿷ؾຯに্方に立

第16ਤ　国分61号墳出土遺物࣮測ਤ
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ち্がる࿶෦をもつ。୆෦とഋ෦は分཭し、໌֬な઀߹面はもたないためਤ্で෮ݩした。શମ

の器ߴ約̔Dm、࿶෦の10.8ܘޱDm、୆෦のఈܘは8.4Dm、ߴさ4.5Dmを測る。ޱԑ୺෦は྆ଆか

ら෡でてઑりؾຯに্͛࢓る。࿶෦のମ෦にはࡉい２৚のԜઢを८らす。࿶の֎面と内ଆのఈ面

はφσ調੔を行う。଻土はີで৭調は໌փ৭をఄする。

మ੡඼ɹ90はऔり্͛౰ॳ、ࡺ化が著しくమのմঢ়をఄしていたが、ࡺ落としの݁Ռ、鉸具ঢ়

のమ製඼であることがわかった。௕辺4.5Dm、୹辺3.5Dmを測るʮϩʯࣈ形ۚ具の一୺に、௕さ

３Dmのࠩしۚ෦分が֎ଆ90°方向にのͼている。ࠩ しۚ෦分のઌ୺෦はやや࿷ۂした形ঢ়をとる。

ۚ具の௕辺ଆ２辺は方形のஅ面をఄしているが、୹辺ଆは、ܘ約̔mmを測る๮ঢ়をఄしており、

௕辺ଆからڬみこ·れるΑうにやや内ଆにدせて઀߹させている。ࠩしۚ෦分のऔり෇͚Ґஔに

はమࡺմが生じており、可ಈするものであったかͲうかはෆ໌である。

ࣖ؀ɹ91・92は耳環である。２఺とも石室চ面からではなく、91は古墳南ଆの᎟ཚ૚、92はݰ

室内্෦のଯ積土中から出土したものであるが、本古墳に所ଐするものと考͑られる。

２఺ともද面の෗ৰが著しい。91は内෦のಔ෦分の緑੨化が著しく、ද面の౏ۚも内ଆと֎ଆ

の一෦を࢒しṞがれている。92はԁ環を࡞る内ଆのಔਊ෦分を࢒してશてṞがれ落ちている。๏

量は、91は௕2.7ܘDm、୹2.4ܘDmを測る。92は࢒ଘ෦のܭ測で௕2.2ܘDm、୹1.8ܘDmを測る。

̎ʣࠃ෼��߸෿（第17ਤ）

国分61号墳のત道։ޱ෦から南約12̼཭れたҐஔで検出した古墳である。周辺は大きく࡟平さ

れており、主ମ෦࠷下෦の石૊の一෦のみ遺ଘする。墳形おΑͼ੝り土の༗ແはෆ໌である。

南北方向に௕࣠をஔく竪穴系の小石室を主ମ෦とする。基ఈ石の掘形のみを࢒すか所をؚめて

辺にଆนがஔかれていたとみら࢛

れる。平面の形ଶはശ式石׹にྨ

。するࣅ

石室の基ఈ石は小ぶりのፏ平な

石ࡐを横௕に立ててஔいており、

北ଆで１石、南ଆで２石にΑって

ଆน面を構成する。東西のน面は

྆ଆとも、北ଆนに૊み߹う北ଆ

෦分の２石が遺ଘするのみで南ଆ

൒分についてはൈきऔられてい

た。東西のଆนについては、ଆ石

掘形のࠟ跡からみて本དྷはそれͧ

れ̐石にΑって構成されていたも

のと想定される。

地ࢁ面を一ஈ掘りࠐんで墓ᆮと

し、その内෦に石室を構ஙしたも第17ਤ　国分62号墳小石室࣮測ਤ
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ので、平面形は南北に௕い方形をఄする。内๏ن

໛は、௕さ1.2̼、෯0.5̼、ߴさは遺ଘ෦のߴ࠷

఺で0.25̼を測る。主࣠は̣̕°̬ をࣔす。

চ面は地ࢁ面からなり੔地土౳のࠟ跡はೝめら

れなかった。石室のଯ積土内からは、ଆนからの

స落とみられる石が出土したが量はগない。

石室চ面の北ଆに東西にฒぶ２石と、この南ଆ

0.5̼཭れて横௕にஔかれた１石がみられる。これ

らの石ࡐは平ୱ面を্にしており、׹୆として設

ஔされたものと考͑られる。石室埋土内に土器ย

をؚΉが、໌֬に古墳に൐う遺物は出土しなかっ

た。

̏ʣখ݁

。されていた࢒に޷෼�1߸෿　石室্面は大きくഁյされていたが、石室基ఈ෦はൺֱత良ࠃ

3.75̼のݰ室௕は、これ·でに֬ೝされている国分古墳群の横穴式石室の中では26号墳に次いで

２番໨に౰たるن໛をもつ（第18ਤ）。·た、ෑ石をもつ石室は̓基஌られているが、61号墳のෑ

石はこの中でも੔ඒなものである。石室平面は྆କ式であるが、କ෦の出がڱくୀ化܏向がӐが

われる。61号墳から出土した須恵器は、̒世ل຤から̓世لॳめに所ଐ時期をஔくもので、ഋྨ

の形式ࠩからみて୹い期間内に௥૴が行われたものと考͑られる。国分古墳群は、̒世ل後൒に

ங଄が࢝·り̓世لલ൒から中༿にか͚て本֨తに群が形成されていったものとਪ測されるが、

61号墳は্記のことからも౰古墳群の中ではややૣいஈ֊にங଄されたものと考͑られる。

のܕ෦をもつ小ޱ෼��߸෿　国分古墳群内で小石室を埋૴主ମ෦とする古墳は、一辺に։ࠃ

ແକ式横穴式石室と想定される36号墳石室２、58号墳、59号墳と竪穴系の小石室の60号墳の̐ܭ

基がみつかっている。いͣれも石室ن໛はશ௕1.4 ～ 1.8̼、෯0.5 ～ 0.7̼のൣғに収·る小ن໛

なもので、ࠓճの62号墳も60号墳とಉじく竪穴系小石室に分ྨされる。চ面には׹୆がஔかれて

おり、埋૴時に׹を࢖用したことがӐわれる。出土遺物がなく所ଐ時期のৄࡉはෆ໌であるが、

各地のྨྫからみて古墳時代ऴ຤期（飛鳥時代）に੝行する୯૴墓の小石室にଐするものとࢥわれ

る。

̒ɽ·ͱΊ

໻ੜ࣌୅　南෦の̙地区から中期の方形周溝墓、北෦の̠地区から後期຤の方形竪穴式住居跡

が検出された。̗地区で弥生土器をؚΉ土坑が検出されているほか遺構に൐わないが各地区から

弥生土器のഁยが出土している。̙地区で検出された方形周溝墓は周辺地にも޿がることが༧想

され、この一帯が中期には墓地として利用されたことがӐがわれる。

の̣地区から方形竪穴式住居跡が検出された。こݶ୅　̙地区と遺跡想定ൣғ北࣌෿ʙඈௗݹ

第18ਤ　国分古墳群（西群）分෍ਤ
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れ·で遺跡の南෦地域にあたる̖～̙地区では多数の౰時期の住居跡がみつかっている。遺跡の

北෦地域には、国分古墳群が古墳時代後期後൒から飛鳥時代中ࠒにか͚てॱ次ங଄されるが、古

墳の଄Ӧ主ମとなった集落についてはෆ໌な෦分が多く、ࠓ後の՝୊として࢒される。ࠓճ、̠

地区から新たに古墳２基（61・62号墳）を検出した。古墳の分෍ີ౓からみて、周辺のະ調査地か

らもさらにݟつかる可能性がߴい。

ಸྑʙฏ҆࣌୅　ࠓճ、̙地区からಉ時期と考͑られる掘立柱建物跡１棟と鍛冶関係の遺構を

検出した。北઀する̙ʵ１地区からは、建物方Ґがۙࣅする掘立柱建物跡̨̗14が検出されてい

る。蔵垣内遺跡のൣғ内には、丹波国分寺が建立されており、これらの建物跡や鍛冶関係の遺構

は、国分寺との関係が考͑られる。

தੈ　̠・̡地区から中世土器を出土する土坑・柱穴を多数検出した。̠地区で検出した集石

土坑のྨྫは、౰遺跡の各地区の調査でみつかっている。土坑の性֨については໌らかでないが、

大量の角礫と土器を埋納することから、何らかの祭祀に用いられたと考͑られる。

ଂ֞಺遺跡ɾࠃ෼ݹ෿܎ؔ܈จݙ（౰調査研究センター分）

１）౵Ҫਸ࢙ʮ蔵垣内遺跡第̐次・国分古墳群の発掘調査ʯ（h 京都府埋蔵文化財৘報ʱ第102号　（財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）2007

２）石࡚ળٱ・౵Ҫਸ࢙・দඌࢠ࢙ほかʮ国Ӧ೶地࠶編੔備事ۀʮ亀岡地区ʯ関係遺跡平成16・17・18

年౓発掘調査報告　蔵垣内遺跡第̐次・国分古墳群（ᶗ）ʯ　（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第129冊　（財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）2008

３）小஑׮ʮ新発ݟが૬次いだ亀岡市ܡ઒؛ࠨの遺跡～国Ӧほ৔੔備事ۀに൐う発掘調査から～ʯ（h 京

都府埋蔵文化財৘報ʱ第105号　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2008

̐）岡⃻研一ʮ蔵垣内遺跡第11次発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第133冊　（財）京都府埋蔵

文化財調査研究センター）2009

̑）ҏ໺ۙ෋・৿ౡ߁༤・ࠇ௶一थ・岡⃻研一・石࡚ળٱ・౵Ҫਸ࢙・村田࿨߂・দඌࢠ࢙ほかʮ国Ӧ
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̒）中઒࿨࠸ʮ亀岡ຍ地、ܡ઒؛ࠨの地形形成とその利用ʯ（h 京都府埋蔵文化財৘報ʱ第109号　（財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）2009
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̔）௰本࿨ඒʮ蔵垣内遺跡第13次・国分古墳群ʯ（h 京都府埋蔵文化財৘報ʱ第111号　（財）京都府埋蔵

文化財調査研究センター）2010



ਤ ɹ ɹ ɹ ൛



ଂ֞಺遺跡第 1� ɹਤ൛第܈෿ݹ෼ࠃɾ࣍ 1

蔵垣内遺跡調査地શܠ（北から）
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南調査区（̗・̘・̙地区）調査地શܠ（北から）
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（1）̗ ・̘地区調査地શܠ（্が西）

（2）̘ ・̙地区調査地શܠ（্が西）



ଂ֞಺遺跡第 1� ɹਤ൛第܈෿ݹ෼ࠃɾ࣍ 4

（1）̗ 地区શܠ（北から）

（2）̗ 地区શܠ（南から）
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（1）̘ 地区શܠ（北から）

（2）̘ 地区શܠ（南から）
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（1）̙ 地区શܠ（南から）

（2）̙ 地区中ԝ෦遺構検出ঢ়گ（北から）
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（1）̞ 地区調査地શܠ（南から）

（2）̟ 地区調査地શܠ（北から）

（3）̟ 地区調査地શܠ（北西から）
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（1）̡ 地区調査地શܠ（北から）

（2）̡ 地区調査地શܠ（北から）
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（1）北調査区（̣・̠地区）調査地શܠ（西から）

（2）̣ ・̠地区調査地શܠ（南から）
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（1）̠ 地区શܠ（্が東）

（2）̠ 地区શܠ（北から）
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（1）̠ 地区竪穴式住居跡̨̝01（্が南東）

（2）̠ 地区竪穴式住居跡̨̝01（北西から）
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（1）̠ 地区集石土坑群（南から）

（2）̠ 地区集石土坑̨̠31（南から）
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（1）̣ 地区調査地શܠ（北から）

（2）̣ 地区竪穴式住居跡̨̝01・02（北東から）



ଂ֞಺遺跡第 1� ɹਤ൛第܈෿ݹ෼ࠃɾ࣍ 14

国分61号墳શܠ（南から）
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（1）国分61号墳ݰ໳・ݰ室（南から）

（2）国分61号墳ݰ໳・ત道（南から）
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（1）国分61号墳Ԟน෦遺物出土ঢ়گ（北から）

（2）国分61号墳石室構ஙঢ়گ（南西から）
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（1）国分62号墳小石室શܠ（北から）

（2）国分62号墳小石室શܠ（西から）
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

蔵垣内遺跡第13
次・国分古墳群

集落跡

集落跡
古墳
集落跡

集落跡

弥生

古墳
古墳
平安

中世

竪穴式住居跡・方形周溝墓・
土坑
竪穴式住居跡
横穴式石室・竪穴系小石室
掘立柱建物跡・土坑・鍛冶
炉
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弥生土器

土師器・須恵器
須恵器・土師器・耳環・鉸具
土師器・須恵器・緑釉陶器

土師器・瓦器・中国製磁器

国分61・62号墳

所収遺跡名 要 約

蔵垣内遺跡第13次・国分
古墳群

弥生時代の方形周溝墓・竪穴式住居跡を検出し、中期には一帯が墓地、後期には居住域とし
て利用された。古墳～飛鳥時代では新たに古墳２基（61・62号墳）を検出した。奈良～平安時
代では、掘立柱建物跡１棟と鍛冶関係の遺構を検出した。蔵垣内遺跡内には、丹波国分寺が
建立されており、それらの遺構との関係が想定される。中世については、中世土器を出土す
る土坑・柱穴を多数検出した。中でも、大量の角礫と土器を埋納する集石土坑は、各地区の
でみつかっており、何らかの祭祀に関わる可能性もある。周辺には中世墓とみられる遺構も
あり、それらとの関連も想定される
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